
２
０
０
５
年
９
月
、
規
制
緩
和
の
一
環
と
し

て
、
株
式
会
社
に
よ
る
農
業
経
営
（
農
地
リ
ー

ス
方
式
）
が
全
国
で
認
め
ら
れ
、
株
式
会
社
に

と
っ
て
は
医
療
・
教
育
に
並
ぶ
未
開
の
地
で
あ

っ
た
農
業
へ
の
本
格
的
な
参
入
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
以
前
に
も
民
間
企
業
が
農
業
に

取
り
組
む
ケ
ー
ス
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、「
株

式
会
社
が
本
格
的
に
農
業
経
営
を
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
う
点
に
今
回
の
規
制
緩
和
の

主
眼
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
農

業
参
入
、
特
に
こ
れ
ま
で
「
食
」
分
野
に
携
わ

っ
て
い
な
い
企
業
に
よ
る
農
業
参
入
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
聞
紙
面
や
テ
レ
ビ
番
組
で
、
ワ
タ
ミ
、
カ

ゴ
メ
や
キ
ュ
ー
ピ
ー
と
い
っ
た
大
手
民
間
企
業

に
よ
る
農
業
参
入
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
一
口
に
「
民
間
企
業
の

農
業
へ
の
参
入
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
パ
タ
ー

ン
に
は
多
様
な
形
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
図
表
１
で
主
な
参
入
パ
タ
ー
ン
を
整
理
し
て

お
き
ま
す
。

ま
た
、
単
に
「
民
間
企
業
」
と
い
っ
て
も
、
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先
に
挙
げ
た
大
手
民
間
企
業
の
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
加
工
食
品
の
製
造
や
外
食
等
の
「
食
」
に

携
わ
っ
て
き
た
企
業
（
以
下
、「
食
」
関
連
企

業
）
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、

オ
ム
ロ
ン
、
ユ
ニ
ク
ロ
と
い
っ
た
、
本
業
が

「
食
」
に
関
連
し
な
い
企
業
（
以
下
、
異
業
種

企
業
）
の
２
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
食
」
と
の
接
点
の
有
無
に
よ

り
、
農
業
参
入
の
パ
タ
ー
ン
に
も
特
徴
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
次
ペ
ー
ジ
図
表
２
で
そ
れ
ぞ

れ
の
整
理
を
試
み
ま
し
た
。

「
食
」
関
連
企
業
で
は
、
品
質
の
良
い
原
料
を

供
給
で
き
る
有
力
な
農
家
（
高
品
質
な
食
材
）

を
囲
い
込
む
た
め
に
、
図
表
１
の
う
ち
、
④
契

約
栽
培
※
１
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
カ

ゴ
メ
で
は
、
１
８
９
９
年
か
ら
契
約
栽
培
を
実

施
し
て
お
り
、
契
約
栽
培
は
早
く
か
ら
定
着
し

て
い
る
形
態
と
い
え
ま
す
（
文
書
に
よ
る
契
約

は
１
９
２
０
年
か
ら
実
施
）。

一
方
、
異
業
種
企
業
の
場
合
は
、
例
え
ば
、

本
業
の
プ
ラ
ン
ト
設
計
・
建
設
技
術
を
農
業
で

活
用
す
る
た
め
に
、
③
施
設
栽
培
に
参
入
す
る

な
ど
の
形
態
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９

８
４
年
か
ら
野
菜
事
業
を
立
ち
上
げ
、
遊
休
地

に
水
耕
栽
培
施
設
を
建
設
し
て
い
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
取
り
組
み
で
す
。

今
回
の
農
業
参
入
の
規
制
緩
和
で
注
目
さ
れ
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図表１　民間企業による農業への主な参入パターン�

農業参入�
パターン�

①農地リース方式�
②農地取得�

（生産法人設立）�
 ③施設栽培�

投資あり� 投資なし�

④契約栽培�

規制緩和による新規参入パターン� 従来の参入パターン�

投資の有無�

企業形態� 株式会社� 農業生産法人� 株式会社�

農地取得形態� リース� 農地取得� 農地ではなく施設� 農地取得しない�

管理体制�

・リースを受けるに
は農業を営む業務
役員が1名必要�

・農地管理者が必要�

・経営者の大半は農
業を営む者でない
といけない�
・農地管理者が必要�

・施設管理者が必要�

・契約農家管理者が
必要（農業生産法
人や農家との契約
栽培を行なう契約
が必要）�

・リース料が必要�
・農地運用コストが
必要�

・農地取得のために
初期投資が必要�
・農地運用コストが
必要�

・施設建設のために
初期投資が必要�
・施設運用コストが
必要�

・特になし�

・コスト削減効果�
・管理コントロール
可�

・リースのため事業
撤退コスト小�

・コスト削減効果�
・管理コントロール
可�

・農業関係の規制に
よる制限を受けな
い�
・天候リスクなし�
・管理コントロール
可�

・事業撤退コスト小�
・不作リスクなし（契
約形態による）�

・不作リスク�
・不作リスク�
・初期投資大（事業
撤退コスト大）�

・初期投資大（事業
撤退コスト大）�
・水耕栽培に限定�

・管理コントロール
が弱い�

管理コスト�

メリット�

デメリット�
（リスク）�
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て
い
る
の
は
、

①
農
地
リ
ー
ス
方
式

②
農
地
取
得

の
２
つ
で
す
。
こ
れ
が
従
来
の
参
入
パ
タ
ー
ン

と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
株
式
会
社
に
よ
る
主

体
的
な
農
業
経
営
が
本
格
的
に
行
な
え
る
よ
う

に
な
っ
た
点
に
あ
り
ま
す
。

契
約
栽
培
は
、
あ
く
ま
で
主
体
は
農
家
に
あ

り
、
企
業
側
で
は
「
経
営
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ

管
理
が
で
き
な
い
」「
自
社
の
余
剰
人
員
を
活

用
で
き
な
い
」
等
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
株
式
会
社
が
農
地
を
取
得
で
き
な
い
ま

で
も
、
農
家
か
ら
農
地
を
リ
ー
ス
し
て
自
社
で

農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
社
の

計
画
に
従
っ
た
農
作
物
の
作
付
け
や
余
剰
人
員

の
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
を
新
規
事

業
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
機
運
が
企
業
側

に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

「
食
」
関
連
企
業
と
異
業
種
企
業
に
お
け
る
農

業
参
入
パ
タ
ー
ン
の
違
い
は
、
図
表
２
に
挙
げ

た
通
り
で
す
が
、
図
表
３
で
は
両
企
業
に
お
け

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
特
徴
を
整
理
し
て
お
き

ま
す
。

一
般
に
、「
食
」
関
連
企
業
で
は
、
本
業
を

50

※
１

あ
ら
か
じ
め
農
作
物
の
品
種
や
栽
培
面
積
、
出

荷
規
格
な
ど
を
決
め
て
栽
培
を
依
頼
し
、
一
定
期

間
、
条
件
に
応
じ
て
生
産
者
よ
り
買
い
付
け
る
こ

と
を
指
し
ま
す
。
単
発
的
な
買
い
付
け
と
比
べ
て
、

中
長
期
的
に
契
約
、
委
託
栽
培
す
る
こ
と
で
生
産

者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
よ
り
良
い
農
作
物
を

協
働
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

図表2　「食」関連企業・異業種企業による参入パターンの特徴�

農業参入�
パターン� ①農地リース�

方式�
②農地取得�

（生産法人設立）�
 ③施設栽培� ④契約栽培�

規制緩和による�
新規参入パターン�

従来の参入パターン�

「食」関連企業� ○�

○�

○�

○�

△�

◎�

◎�

△�異業種企業�

◎：積極的に参入　○：今後参入予定（参入が始まりつつある）　△：参入には消極的�

「
食
」
関
連
企
業
・
異
業
種
企
業

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
参
入
の
特
徴

2

図表3　「食」関連企業・異業種企業による農業参入の特徴�

企業タイプ�「食」関連企業� 異業種企業�

農業進出の目的�

ビジネスモデル
のキーポイント�

・新たな収益事業の創造�
・本業ノウハウの活用�
・余剰資源（遊休地・人員）
の活用�

・本業ノウハウ（プラント設
計・建設など）とのシナジー�

・本業事業との垂直統合（川
上から川下までの事業統合）�

顧　客�
・新規顧客�
　⇒ニーズの把握が困難�

・自社もしくは既存取引先
（既存顧客）�

　⇒ニーズの把握が容易�

農業ノウハウ� ・有しない�・一部有するケースあり�

・本業の強化�
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強
化
す
べ
く
、「
事
業
の
垂
直
統
合
」
と
し
て

の
農
業
へ
の
参
入
を
実
施
し
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ワ
タ
ミ
は
本
業
で
あ

る
外
食
事
業
を
強
化
す
る
た
め
に
、
子
会
社
ワ

タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
て
農
業
に
参
入
し
、

有
機
野
菜
の
安
定
供
給
と
コ
ス
ト
削
減
を
実
現

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
農
業
経
営
」
と
い
う
〝
川

上
〞
だ
け
で
は
な
く
、「
流
通
」「
小
売
」
と
い

っ
た
〝
川
下
〞
で
あ
る
本
業
事
業
（
外
食
）
ま

で
も
含
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
再
構
築
し
て

い
る
の
で
す
。
現
在
、
ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

ワ
タ
ミ
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル（
食
品
ス
ー
パ
ー
）

と
も
取
引
を
開
始
し
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
一

般
消
費
者
向
け
有
機
野
菜
の
直
接
販
売
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
異
業
種
企
業
は
、
本
業
で
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
べ
き
新
規
市
場
と
し
て
農
業

分
野
を
位
置
付
け
、
参
入
し
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
、
プ
ラ
ン

ト
設
計
・
建
設
ノ
ウ
ハ
ウ
お
よ
び
余
剰
資
源

（
遊
休
地
・
人
員
）
を
活
用
す
べ
く
、
１
９
８

４
年
に
野
菜
事
業
を
立
ち
上
げ
、
兵
庫
県
西
宮

市
に
あ
る
遊
休
地
に
水
耕
栽
培
施
設
を
建
設
し

ま
し
た
。
現
在
、
子
会
社
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ラ
イ
フ
で

は
、
無
農
薬
洗
浄
野
菜
の
水
耕
栽
培
事
業
を
首

都
圏
で
も
本
格
的
に
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

１
■
困
難
の
多
い
異
業
種
か
ら
の
参
入

現
在
、「
食
」
関
連
企
業
の
み
な
ら
ず
、
異

業
種
大
手
企
業
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が

農
業
に
続
々
と
参
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農

業
は
〝
蜜
の
味
〞
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
現

実
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
近
年
で
は
、
オ
ム
ロ
ン
（
精
密
機

器
製
造
・
販
売
）、
Ｊ
Ｔ
（
タ
バ
コ
製
造
・
販

売
）、
ユ
ニ
ク
ロ
（
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン

グ
／
衣
料
品
製
造
・
販
売
）
と
い
っ
た
大
手
企

業
が
鳴
り
物
入
り
で
農
業
に
参
入
し
ま
し
た
が
、

オ
ム
ロ
ン
と
Ｊ
Ｔ
は
参
入
か
ら
３
年
程
度
、
ユ

ニ
ク
ロ
は
わ
ず
か
２
年
弱
で
撤
退
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。

最
も
記
憶
に
新
し
い
ユ
ニ
ク
ロ
は
、
本
業
で

あ
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
で
成
功
を
収
め
た
Ｓ
Ｐ

Ａ
※
２
方
式
を
農
業
分
野
に
展
開
す
る
モ
デ
ル

に
よ
り
、
農
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
２
０
０
２

年
に
は
子
会
社
エ
フ
ア
ー
ル
・
フ
ー
ズ
で
、
生

鮮
野
菜
を
販
売
す
る
「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
ス
ト
ア
」

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
お
よ
び
直
営
店
で
の

販
売
）
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
高
品
質
で
買
い

や
す
い
価
格
の
野
菜
を
安
定
的
に
調
達
で
き
ず
、

農
業
か
ら
撤
退
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ム
ロ
ン
も
、
自
社
の
コ
ア
技
術
で

あ
る
制
御
技
術
を
活
か
し
て
、
工
業
的
な
農
業

経
営
の
確
立
（
農
業
の
工
業
化
）
を
目
指
し
て

農
業
に
参
入
し
ま
し
た
が
、
十
分
な
収
益
を
上

げ
ら
れ
ず
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
異
業
種
か
ら
の
参
入
は
、

「
食
」
関
連
企
業
の
農
業
参
入
に
比
べ
る
と
、

よ
り
大
き
な
困
難
が
伴
う
場
合
が
多
い
と
い
え

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
へ
の
参
入
を
検
討

さ
れ
て
い
る
企
業
は
、
本
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

に
加
え
て
、
ま
ず
、「
自
社
が
農
業
に
参
入
す

る
こ
と
が
顧
客
視
点
で
違
和
感
が
な
い
（
説
明

が
つ
く
）
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
明
確
な
答

え
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
わ
か
り
や

す
く
説
得
力
の
あ
る
農
業
参
入
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
必
須
と
な
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
が
見
出
せ
な
い
場
合
、
お
そ
ら
く
新

規
事
業
と
し
て
農
業
に
参
入
し
て
も
、
成
功
す

る
の
は
難
し
い
と
考
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
農
業
に
限
ら
ず
、
新
分

野
で
の
事
業
の
立
ち
上
げ
の
際
に
は
ま
ず
必
要

と
な
っ
て
く
る
要
素
と
い
え
ま
す
。
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異
業
種
企
業
が
農
業
参
入
す
る
際

の
成
功
ポ
イ
ン
ト

3

※
２

Speciality
store

retailer
of
P
rivate

label

A
pparel

の
略
。
日
本
で
は
「
製
造
小
売
業
」
と
訳

さ
れ
、
製
造
か
ら
小
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
な
う

業
態
の
こ
と
。
Ｓ
Ｐ
Ａ
の
特
徴
と
し
て
は
、
小
売

機
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
店
頭
の
販
売
状
況
を

踏
ま
え
て
生
産
計
画
を
立
て
、
在
庫
圧
縮
を
可
能

に
し
た
こ
と
で
す
。
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２
■
農
業
経
営
の
特
殊
性
を
ど
う
乗
り
越
え

る
か
？

新
規
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
る
た
め
の
納
得

の
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
が
練
り
上
げ
ら
れ
た
上
で
、

次
に
解
決
す
べ
き
課
題
は
、「
農
業
経
営
の
特

殊
性
の
克
服
」
で
す
。

農
業
は
単
位
面
積
当
た
り
の
収
益
性
が
低
く
、

天
候
に
よ
る
リ
ス
ク
が
大
き
い
上
に
、
天
候
・

農
作
物
の
成
長
に
合
わ
せ
て
働
か
な
い
と
い
け

な
い
の
で
、
勤
務
形
態
が
定
期
化
で
き
ず
、
勤

怠
管
理
が
企
業
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
な
ど

の
特
殊
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

農
業
へ
の
参
入
に
は
、
こ
の
よ
う
な
農
業
の

持
つ
特
殊
性
を
十
分
に
踏
ま
え
、
企
業
経
営
と

ど
う
統
合
し
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

３
■
参
入
の
前
に
検
討
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は

ど
こ
か
？

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
異
業
種
企
業
が
農
業
へ

参
入
す
る
際
に
事
前
に
検
討
し
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
〈
図
表
４
〉。

①
異
業
種
か
ら
農
業
へ
進
出
す
る
際
の
ス
ト
ー

リ
ー
の
検
討

先
に
述
べ
た
通
り
、
異
業
種
か
ら
農
業
に
参

入
す
る
に
は
、
納
得
の
得
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー

（
＝
新
規
事
業
開
発
の
妥
当
性
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

例
え
ば
、
上
述
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
、
農

業
参
入
に
当
た
り
、
本
業
の
プ
ラ
ン
ト
設
計
・

建
設
技
術
、
衛
生
管
理
の
手
法
等
を
活
用
し
た

水
耕
栽
培
を
検
討
し
、
本
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し

っ
か
り
と
活
用
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自

社
の
都
合
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
顧
客
（
消
費

者
）
に
対
し
て
、「
な
ぜ
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
が

農
業
に
参
入
す
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
問
い
に

対
す
る
明
確
な
答
え
を
持
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
、
プ
ラ
ン
ト
事
業
を
手

掛
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
無
農
薬
野
菜
を
水
耕

栽
培
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
に
対
し

て
「
安
心
・
安
全
・
安
定
・
健
康
」
を
届
け
る

し
く
み
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
明

確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
示
し
た
の
で
す
。
ま
た
、

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
取
り
組
み
）
が
顧
客
か
ら

評
価
さ
れ
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
、
２
０
０

４
年
に
は
「
日
経
優
秀
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
賞

最
優
秀
賞
」（
日
経
Ｍ
Ｊ
賞
）
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

②
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討

当
然
で
す
が
、
単
に
農
作
物
を
栽
培
す
る
だ

け
で
は
、
異
業
種
企
業
が
存
続
す
る
た
め
に
必

要
な
収
益
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ワ
タ
ミ

や
カ
ゴ
メ
の
よ
う
な
「
食
」
関
連
企
業
が
農
業

に
参
入
し
て
成
功
を
収
め
て
い
る
背
景
に
は
、

農
業
が
「
本
業
を
強
化
す
る
た
め
の
も
の
」
と

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
農
業
単
体

で
収
益
を
得
る
必
要
が
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

逆
に
言
え
ば
、
異
業
種
企
業
が
農
業
で
収
益

を
確
保
す
る
に
は
、「
食
」
関
連
企
業
の
よ
う

に
、「
農
業
経
営
」
と
い
う
〝
川
上
〞
の
み
な

ら
ず
、「
流
通
」「
小
売
」
と
い
っ
た
〝
川
下
〞

ま
で
含
め
て
、「
誰
に
」「
何
を
」「
ど
の
よ
う

に
」
し
て
収
益
を
上
げ
る
の
か
、
と
い
っ
た
明

確
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
際
、
異
業
種
な
ら
で
は
の
斬
新

で
ユ
ニ
ー
ク
な
切
り
口
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
必
ず
し
も
「
農
業
経
営
」
の
み
で
収

益
性
を
確
保
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

概
し
て
従
来
の
「
農
業
経
営
」
で
は
収
益
性

が
低
い
で
す
が
、
異
業
種
な
ら
で
は
の
新
し
い

「
農
業
経
営
」
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
益

を
確
保
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
益
性
が
高
く
、
か
つ

施
設
栽
培
に
適
し
た
西
洋
の
葉
物
（
ハ
ー
ブ
類

な
ど
）
を
、
機
械
部
品
の
製
造
ラ
イ
ン
の
よ
う

に
徹
底
的
な
生
産
管
理
の
下
で
栽
培
・
出
荷
し
、

収
益
を
確
保
し
て
い
る
異
業
種
企
業
も
見
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
な
ど
は
異
業
種
（
本
業
）
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
活
用
し
て
い
る
事
例
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と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

③
農
業
特
有
（
生
産
）
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
保

農
業
が
、
こ
れ
ま
で
異
業
種
企
業
が
携
わ
っ

て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
、

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
す
。

特
に
、
生
産
面
に
お
い
て
は
、
異
業
種
企
業

の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
が
多
く
、
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
有
用
と
な
る

で
し
ょ
う
。
中
で
も
、
自
社
で
農
地
を
持
つ
、

も
し
く
は
農
地
を
リ
ー
ス
す
る
と
い
っ
た
形
態

で
農
業
へ
の
参
入
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
こ

れ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
同
じ
農

作
物
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
気
候
や
土
壌
等
が

異
な
り
、
作
付
け
の
た
め
の
作
業
内
容
も
大
き

く
異
な
る
か
ら
で
す
。

④
品
質
・
収
穫
量
の
ば
ら
つ
き
の
担
保

顧
客
（
売
り
先
）
を
確
保
す
る
重
要
性
は
、

す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
一
様
に
い
え
る

こ
と
で
す
が
、
農
業
の
難
し
さ
は
「
顧
客
を
確

保
し
て
も
、
必
ず
し
も
顧
客
が
要
求
す
る
商
品

（
農
作
物
）
を
提
供
で
き
る
保
証
が
な
い
」
と

い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

農
作
物
は
工
業
製
品
と
比
較
し
て
、
数
量
や

品
質
の
面
で
、
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
難

し
い
も
の
で
す
。
天
候
不
順
等
に
よ
っ
て
、
顧

客
が
求
め
る
数
量
や
品
質
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、

「
収
穫
量
や
品
質
の
ば
ら
つ
き
に
も
対
応
で
き

る
売
り
先
の
確
保
」
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
収
穫
量
や
品
質
の
ば
ら
つ
き

に
対
す
る
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
、
複
数
年
次
契
約

な
ど
で
の
対
応
に
加
え
て
、
幅
広
い
顧
客
層
を

開
拓
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

顧
客
が
求
め
る
数
量
や
品
質
の
程
度
に
よ
っ
て
、

顧
客
層
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
顧
客
を
開
拓
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

周
知
の
通
り
、
日
本
の
農
業
は
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
の
減
少
や
後
継
者
問
題
、
食

糧
自
給
率
の
低
下
に
加
え
、
残
留
農
薬
等
に
見

ら
れ
る
環
境
問
題
や
、
食
に
対
す
る
安
全
・
安

心
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
１
つ
の
方
向
性
と

し
て
、「
異
業
種
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
」

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し

ょ
う
。

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
通
り
、
民
間
企
業
で
は

す
で
に
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
顧
客
（
消
費

者
）
の
視
点
に
よ
る
商
品
開
発
・
販
売
（
＝
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
検
討
）、
流
通
構
造
短

縮
化
（
＝
直
販
化
）、
生
産
効
率
改
善
の
徹
底

や
受
発
注
の
調
整
な
ど
が
農
業
分
野
に
注
入
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
農
業
の
垣
根
を
越
え
た
異
業
種
か
ら

の
積
極
的
な
参
入
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
「
当
た

り
前
」
と
さ
れ
て
き
た
業
界
の
常
識
が
取
り
壊

さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、
日
本
の

農
業
が
独
自
の
進
化
を
遂
げ
、
次
世
代
型
農
業

に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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図表4　事前の検討のポイント�

異業種企業が参入前に検討して�
おくべき4つのポイント�

①異業種から農業へ進出する際の�
　ストーリーの検討�

②ビジネスモデルの検討�

③農業特有（生産）ノウハウの確保�

④品質・収穫量のばらつきの担保�

異
業
種
企
業
に
よ
る
積
極
的
な

農
業
参
入
へ
の
期
待

4
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